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 要  旨 
本研究では，カメラ付き小型デバイスを利用した，大型ディスプレイとの新たなインタラクシ
ョン手法を提案し，これを利用したアプリケーションの開発を行った． 
本手法によって，カメラ付き小型デバイスを大型ディスプレイに対するポインティングデバイ
スとして利用することが可能となる． 
大型ディスプレイ上に敷き詰められた透明なマーカマトリクスは，ユーザにとって不可視であ
るが，円偏光フィルタを取り付けることで，小型デバイスのカメラレンズからは認識可能となる．
小型デバイスは，この透明マーカマトリクス中のマーカを一つ以上認識することで，自己の 3 次
元的な位置・姿勢が推定可能となる．これにより，カメラ付きデバイスを大型ディスプレイにか
ざすことによる直観的なインタラクションが実現される．本手法は非接触式のインタラクション
手法である．よって，ディスプレイタッチ方式等と異なり，ユーザの手の届く範囲外のディスプ
レイ部分に対してもインタラクション可能であるため，大型ディスプレイのサイズや設置位置を
制限しない． 一方で，小型デバイスのカメラの認識範囲に一つでもマーカがあり，認識可能であ
れば，位置・姿勢の推定が可能であるため，ディスプレイとカメラ（ユーザ）間の距離が近距離
な場合におけるインタラクションも可能となる．また，利用するマーカシートが透明であるため，
ユーザにとって無意味な情報であるマーカがユーザの視界を阻害する，表示映像の景観がマーカ
によって損なわれる，という問題が発生しない．ユーザはマーカシートを張り付けたディスプレ
イに表示される映像をそのまま，マーカシート越しに視認可能である．更に，本提案手法は，携
帯電話に代表されるような，カメラ付きの様々な小型デバイスでの利用が可能であるため，イン
タラクション専用の特殊なデバイスが必要なく，デバイス依存性が低いという特徴もある． 
提案手法を利用したインタラクション用アプリケーションとしては，広告アプリ，地図アプリ，
人体断層映像表示アプリの 3 つを作成した．  
携帯電話などの小型デバイスは多機能化・高性能化が進んでおり，それに伴い，本研究におけ
る提案手法の利用可能性は更に広がると考えられる． 
 
